（別紙様式第１号）
年　月　日
一般社団法人林業機械化協会
会　長　　島 田　泰 助　殿


[bookmark: _Hlk101865222]提案者　所在地
コンソーシアムの名称
代表者の役職・氏名　　  　　　　
  
令和７年度スマート林業技術活用推進事業
課題提案書提出表明書

標記について、課題提案書の提出を表明します。
なお、課題提案書に関する担当者は下記のとおりです。

記
（　担　当　者　）
所属・役職
担当者氏名
電話番号
ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ



 
（別紙様式第２号）
年　月　日

一般社団法人林業機械化協会
会　長　　島 田　泰 助　殿

提案者　所在地
コンソーシアムの名称
代表者の役職・氏名　　  　　　　
  
令和７年度スマート林業技術活用推進事業に係る説明会出席届


標記説明会への出席を下記のとおり希望します。


記

１．　（氏名）　　　　　　　　　（役職）
２．　（氏名）　　　　　　　　　（役職）

　連絡窓口担当の氏名、所属：
　電話番号：
　ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ：





（別紙様式第３号）
年　月　日

一般社団法人林業機械化協会
会　長　　島 田　泰 助　殿

提案者（代表機関）　所在地
コンソーシアムの名称
代表者の役職・氏名　　  　　　　
  
令和７年度スマート林業技術活用推進事業に係る課題提案書


標記について、下記のとおり関係書類を添えて提案します。

記

１　実施体制の概要
（１）コンソーシアムの構成
（２）コンソーシアムの各構成員の役割
２　事業の概要
（１）事業計画
　　①　実証のテーマ
②　実証の内容
ア　背景、ニーズ、目的、課題等
イ　新たな作業システム等の具体的な内容
ウ　データの収集・分析の方法及び目標
エ　現地検討会の内容
オ　実証活動の評価、とりまとめ
カ　事業成果の発信
キ　メーカーへのフィードバック
③　事業実施のスケジュール
３　事業を実施するために必要な経費
（１）実施項目ごとの事業費
（２）経費の配分
４　同種事業の経験・実績等
５　添付資料


１　実施体制の概要
（１）コンソーシアムの構成
コンソーシアムの全構成員の情報について記載してください。

（記載例）
	職種等
	法人等の名称
及び
代表者名
	法人等の住所
	事業担当者の部署名、氏名、連絡先

	都道府県
	（法人等の名称）
（代表者名）
	
	（部署名）
（氏名）
（電話番号）
（ﾒｰｽｱﾄﾞﾚｽ）

	林業事業体
	（法人等の名称）
（代表者名）
	
	（部署名）
（氏名）
（電話番号）
（ﾒｰｽｱﾄﾞﾚｽ）

	試験・研究機関
	（法人等の名称）
（代表者名）
	
	（部署名）
（氏名）
（電話番号）
（ﾒｰｽｱﾄﾞﾚｽ）

	その他
	（法人等の名称）
（代表者名）
	
	（部署名）
（氏名）
（電話番号）
（ﾒｰｽｱﾄﾞﾚｽ）


※適宜欄を追加して、コンソーシアムのすべての構成員を記載してください。
※事業担当者が複数の場合はすべての担当者について部署名、氏名、連絡先を記載し責任者を明記してください。事業担当予定者が課題提案書を提出する際に未確定の場合には、ほか○名と記入し、未確定者の調達方法を明記してください。（例：臨時雇用○名を予定）

（２）コンソーシアムの各構成員の役割
コンソーシアムにおける本事業の実施体制、人員、役割等について実施体制図を作成し、構成員の関係性や役割分担（総括、事務、現場実証、データ取得、進行管理、指導監督、経理等）について明示してください。






２　事業の概要
	(１)事業計画

	①　実証のテーマ
　　（事業内容が端的にわかるものとしてください。）

②　実証の内容
ア　背景、ニーズ、目的、課題等
実証に取り組む背景、現場ニーズ、目的、解決すべき課題等（法規制など技術では解決できない課題の有無とその内容を含む。現状と照らしてわかりやすく説明すること）について記載してください。また、コンソーシアム（又はその構成員）が取り組んできたスマート林業機械等の実証・実践に関する既往の成果があれば記載してください。

イ　新たな作業システム等の具体的な内容
新たな作業システムの実証活動について、具体的な内容を記載してください。
・現行の作業システムの概要

・実証で使用するスマート林業機械・機器の調達方法等
機種毎に、メーカー名、機種名、調達先、調達スケジュール、レンタル・リース・購入の別、スマート林業機械・機器として選定した理由等を記載してください。
なお、令和９年度以降、伐採・搬出後の造林作業に活用する予定のスマート林業機械・機器についても、計画があれば記載してください。

・新たな作業システムの内容
スマート林業機械・機器の組合せ方法及びその先進性・優位性、人員配置等を記載してください。
なお、伐採・搬出に係る新たな作業システムと令和９年度以降に実施する予定の造林作業がスマート林業機械・機器で連携している場合は、その作業システムについても記載してください。

・事業地の概要
場所、地形、林地傾斜、樹種、面積、予定生産量、路網計画等を記載してください。
なお、令和９年度以降に新たな作業システム（造林作業を含む）を継続して実施する事業地の予定、計画があれば、それらについても記載してください。

ウ　データの収集・分析の方法及び目標
　　・新たな作業システムと現行の作業システムの比較について
　　　公募要領２の（３）の④のアのとおり、新たな作業システムと現行の作業システムの比較を行っていだたきますので、その方法等について記載ください。

　　・データの収集・分析方法のイメージについて
　　　公募要領２の（３）の④のイのとおり、評価項目・評価指標については、採択後に評価・検証委員会において検討・調整のうえ、コンソーシアムが設計することとなりますが、現時点でコンソーシアムが想定する評価項目、評価指標、データ収集・分析方法のイメージを下表にて記載ください。行が足りない場合は、適宜追加してください。

	評価項目
	評価指標
	データ収集・分析方法のイメージ

	労働安全性
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	労働負荷
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	労働生産性
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	収益性
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	



・新たな作業システムの導入により期待される効果
労働安全性、労働負荷、労働生産性、収益性の改善効果について、評価項目毎に記載してください。
なお、上表において評価項目を追加した場合は、行を追加し、その評価項目の効果についても記載してください。

	評価項目
	新たな作業システムにより期待される改善効果
（現状と目標について、可能な限り定量的に記載すること）

	労働安全性
	

	労働負荷
	

	労働生産性
	

	収益性
	



エ　現地検討会の内容
　　新たな作業システムについて現地で意見交換する現地検討会を１回以上開催することとし、その概要（回数，時期、検討内容等）を記載してください。

[bookmark: _Hlk224660299]オ　実証活動の評価、とりまとめ
実証活動で収集・分析したデータの検証・評価及びとりまとめの体制、工夫する点等について記載してください。

カ　事業成果の発信
事業成果の発信として計画しているものについて具体的に記載してください。

　キ　メーカーへのフィードバック
　　　使用するスマート林業機械・機器のメーカーに対するフィードバックの方法等について記載してください。

③　事業実施のスケジュール
（令和８年度に実施する実証活動、データ収集・分析、現地検討会、成果のとりまとめ、成果の発信等の年間スケジュールの予定について記載してください。また、令和９年度以降（令和１１年度まで）に、今年度の事業内容を踏まえ継続的に予定している伐採・集材・地拵え・植付・下刈り作業において最先端のスマート林業機械・機器を使用した新たな作業システムによる施業を行う予定があれば、その内容、スケジュール等を記載してください。なお、今回採択されたとしても、令和９年度以降の採択を保証するものではありません。）

ア　令和８年度の年間スケジュール


イ　令和９～11年度のスケジュール








３　事業を実施するために必要な経費
（１）実施項目ごとの事業費
	実施項目
	事業内容
	事業費
	備考

	（記載例）


＜新たな作業システムの構築・実証に係る経費＞
１　実証事業計画・管理に係る経費

２　スマート林業機械・機器の調達に係る経費




３　実証活動に係る経費


	





実証事業を実施するために必要な運営、設計、管理事務等

実証事業で使用するスマート林業機械・機器のレンタル、リース、導入




スマート林業機械・機器を組み合わせた新たな作業システムによる実証活動

	



○○円


○○円






〇〇円

	※実施項目の細目ごとに計画している事業量の内訳、事業量、時期等を記載すること




調達する機械・機器毎の調達方法（レンタル・リース・導入の別）、名称、調達先、調達費、調達期間等

実証活動の場所、樹種、面積、期間等）



	小計
	
	〇〇円
	

	＜新たな作業システムの導入による改善効果の評価・発信に係る経費＞
１　現地検討会等の開催等に係る経費

２　データの収集・分析・評価に係る経費





３　事業報告書の作成、事業成果の発信に係る経費
	



現地検討会の開催


データの収集、分析、評価
評価・検証委員会での検討





○○、△△を開催

	



〇〇円


○○円






○○円
	



予定時期、回数
１回当たり○○円

データ収集　○○円
データ分析　○○円
データ評価　○○円
委員会出席（一回当たり〇人、〇円）
１回当たり○○円

○○開催費　○○円
報告書作成費○○円

	小計
	
	○○円
	

	合計
	
	○○円
	



（２）経費の配分
	実施項目
	事業費
（Ａ）＋（Ｂ）
	経費の内訳
	摘要

	
	
	国庫補助金（Ａ）
	自己負担金（Ｂ）
	

	（記載例）
＜新たな作業システムの構築・実証に係る経費＞

１　実証事業計画・管理に係る経費

２　スマート林業機械・機器の調達に係る経費

３　実証活動に係る経費

	

  　　　 


○○円



　　　　〇〇円



　　　　〇〇円

	          




          ○○円



　　　 　〇〇円



　　　　 〇〇円

	




○○円



　　　　 〇〇円



〇〇円

	

※実施項目の細目ごとに以下の区分で内訳を記載すること。

技術者給　　 〇〇円
賃　  金　　 〇〇円
謝    金     〇〇円
旅    費     〇〇円
需 要 費     〇〇円
役 務 費     〇〇円
委 託 費 　　〇〇円
使用料及び賃借料 〇〇円
備 品 費     〇〇円
スマート林業機械・機器のレンタル・リース経費
〇〇円
スマート林業機械・機器の導入経費　　 〇〇円
燃料費・機械維持修繕費
〇〇円
機械運搬経費   〇〇円
資機材購入費   〇〇円
各種ソフトライセンス料
〇〇円
間接費及びその他〇〇円



	小計
	　　　　○○円
	　　　　○○円
	　　　　○○円
	

	＜新たな作業システムの導入による改善効果の評価・発信に係る経費＞

１　現地検討会の開催に係る経費

２　データの収集・分析・評価に係る経費

３　事業報告書の作成、事業成果の発信に係る経費

	





○○円


○○円



○○円

	





○○円


○○円



○○円


	





○○円


○○円



○○円


	

	小計
	○○円
	○○円
	○○円
	

	合計
	         ○○円
	          ○○円
	          ○○円
	


注１：摘要欄に実施項目の細目ごとの積算内訳を「別表１　スマート林業技術活用推進事業に係る助成費の範囲」及び「別表1の付属資料」に記載されている区分、助成の内容に従い、内訳金額を記載してください。 
２：積算内訳については、別途詳細な内訳を提出していただくことがあります。 
３：人件費の算定については別紙「補助事業等の実施に要する人件費の算定等の適正化について」を参照して下さい。

４　同種事業の経験・実績等
	事業の名称
	

	実施年度
	

	応募先機関
	

	助成の金額
	

	事業の内容・成果
	



	事業の名称
	

	実施年度
	

	応募先機関
	

	助成の金額
	

	事業の内容・成果
	


　以下、適宜追加してください。

５　添付資料
コンソーシアムの定款、規約、役員名簿、事業計画書・報告書、収支計算書、パンフレット、提案概要資料等
※提案概要資料は、Ａ４横版１枚で作成してください。
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